
１５歳の子供とオンラインゲーム（２０２４年５月１３日掲載）

未成年者取消権で支払い免れる可能性も

【質問】

　先日、クレジットカード会社から多額の請求が来ました。明細を見ると、オンラ

インゲームの会社からの請求がほとんどだったので、１５歳になる子供（Ｘ）に確

認すると、私のスマホで請求元の会社のオンラインゲームをやっており、ゲームの

中で課金していたようです。私の不注意もあったかもしれませんが、請求どおりの

お金を払わないといけないのでしょうか。

　

【回答】

　未成年者が法律行為をするには、その法定代理人（通常は親権者がこれに当たり

ます）の同意を得なければなりません（民法５条１項本文）。これに反する法律行

為は、原則として取り消すことができます（同条２項）。これを未成年者取消権と

いいます。

　今回のケースでは、通常であれば、未成年者であるＸの法定代理人は親権者であ

る相談者と考えられます。Ｘが課金をするなどの法律行為を行う場合、原則として

相談者の同意を得なければなりませんが、Ｘはこれを怠って相談者に無断で課金し

ているため、未成年者取消権の対象となり得ます。

　また、未成年者取消権の規定では、未成年者がお小遣いの範囲で買い物をするな

どの目的を定めないで処分を許した財産の処分（同条３項後段）や、未成年者が単

に権利を得て、または義務を免れる法律行為には適用されません（同条１項但書）

が、今回の場合はこれらのいずれにも該当しないと考えられます。

　そのため、未成年者取消権を行使して支払いを免れることができる可能性があり

ます。

　しかしながら、未成年者取消権については、前述の場合のほか、未成年者が法律

行為の相手方に対して成年であると偽ったり、法定代理人の同意を得ていると偽っ

た場合、その行為を取り消すことができないという規定があります（同法２１条）。

　スマホゲームの課金に際しては、ほとんどの場合、未成年者かどうか、未成年者

の場合には親の同意を得ているかどうかを事前にチェックしており、仮にＸが虚偽

の情報を入力したとすれば、未成年者取消権を行使できないことになります。

　未成年者取消権を行使できるかどうかや、その他の解決方法がないかについては、

専門的な知識を要しますので、一度弁護士に相談することをお勧めします。

（弁護士　山中祐）

　　　　　　　　　　　　　　

　


